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第 6 回 理 事 会 議 

 

日時：2017 年 11 月 22 日 12 時より 

場所：日本コリークラブ事務局にて 

出席者：藤井賀寿惠 角皆良彌 土井純一郎 伊原明 小林美登里 柴田文雄 村瀬かずえ 

前島一夫 

欠席者：大野加津子 朝倉諭司 木原洋世 

議事録署名人：藤井賀寿惠 前島一夫 

 

会員数（2017 年 10 月末日現在） 

10月末現在 2017年 増減 2016年 対前年比％

正　会員 1022 -20 1042 98.1%

家族会員 117 -12 129 90.7%

会員総数 1139 -32 1171 97.3%

（内、新入会員） 90 -18 108 83.3%
 

 

登録犬数（2017 年 10 月末日現在） 

2017年（頭） 2016年（頭） 対前年比（頭） 対前年比（％）

コリー 210 200 10 105.0

シェルティ 939 1,034 -95 90.8

ボーダー 21 13 8 161.5

総数 1,170 1,247 -77 93.8
 

 

【登録部】 

1. コー・オーナー制度導入の検討 

システム開発に伴い、過去に一度議題に上がっていたコー・オーナー制度の導入を再度検討し

たが、所有権の複雑化が想定されるため今回の開発では制度導入をしないことに決定した。 

 

＜報告＞ 

1. 血統証は 11 月 10 日受付分まで発送済み 

 

 

【総務部】 

1. ハンドラーも会員であることを定める検討 

複数の会員から「ハンドリングも会員の活動（楽しみ）の一部である」、「家族会員の意義をよ

り明確にする必要があるのではないか」などの理由から、ハンドラーも会員とすることを定め

る求めがあったが、今回の理事会では不要と判断した。 
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2. 展覧会の規定変更について 

① 支部主催の展覧会と本部指定の展覧会の区別 

出陳頭数に応じて“一級展覧会、二級展覧会（仮称）”といったように展覧会を区別する方

向で継続協議したい。 

② チャンピオン制度の改変 

展覧会のチャンピオン制度について、ポイント制を導入する方向で継続協議したい。 

③ 細部規定の検討委員会の創設 

上記展覧会制度の規定変更について議論し、変更案を会長へ答申する検討委員会を設立する

ことに決定し、委員の選任は専務理事一任とすることとした。 

④ 変更規定の実施時期明確化 

変更規定案の周知は 2018 年に早々に行い、実施は 2018 年後期展覧会または 2019 年前期展

覧会のどちらかの区切りで実施が出来るようにしていくこととする。 

 

3. 2018 年度以降の本部体制について 

① 新たな役員の選任 

2018 年度以降の役員案は以下の通り。 

【理事】藤井賀寿惠、角皆良彌、前島一夫、土井純一郎、伊原明、遠藤恒幸 

小林美登里、柴田文雄、村瀬かずえ 

【監事】木原洋世、東條啓 

② 新たな役職の創設 

理事の中に、総裁、副総裁の役職を新たに創設することとした。定款の変更が必要であるた

め、総会にて審議する。 

③ 評議員制度の再組織化 

今後の役員交代をスムーズにするため評議員制度を再組織化し、クラブ運営の担い手となっ

てもらうこととした。 

 

4. 新システム開発に伴う血統証の変更について 

下記の方向で、今後システムを開発していく。 

① 大きさを B4 から A4 に変更する。 

② 血統の表記を 3代祖までに変更する。 

③ タイトル記載可能な他犬種団体の対象を拡大する。（例：JKC） 

 

5. 新入会・再入会時の審査について 

本理事会以降、入会時審査は「再入会員のみ」とし、新入会員については原則、速やかに入会

の許可をすることに決定した。 

 

 

 

 

【事業部】 

1. 特別展を含む展覧会審査員配置の方法について 
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2018 年後期展以降の展覧会については、事務局ではなく役員サイドで配置を行うこととした。 

 

2. 2018 年度特別展覧会＆特別競技会の開催内容について 

下記の通り決定した。 

① 審査員 

【特別展覧会】コリー：柴崎利夫氏 シェルティ：遠藤恒幸氏 

【特別審査会】全クラス牡：前田明子氏 全クラス牝：青山知代氏 

【特別競技会】全クラス牡：南平順子氏 全クラス牝：染谷文雄氏 

② 前夜祭を開催する（最多勝表彰も昨年同様実施する） 

③ 出陳受付期間は 3月 12 日（月）～3 月 23 日（金） 

 

駐車場の利用方法など、より詳細な開催要項は 3-4 月号に掲載する予定。次回以降の理事会に

て詳細を詰める。 

 

3. 2018 年度前期支部展覧会＆トライアル 審査員配置案 

別紙の通り配置を決定した。 

 

4. 展覧会 失格事項の統一化 

某後期展にて、審査中に粗相をした犬が入賞したことに対し、支部より「失格案件ではないの

か」と規定を確認する電話があった。この件については失格案件にあたらないこと、審査員の

裁量で審査されるべきということを理事会にて再確認した。 

 

〈報告〉 

1. ［回覧］マッチショウ報告書（宮城・茨城・石川・静岡・福岡中央） 

 

2. ［回覧］CH 申請（2017.8.3－2017.9.22） 

 

 

【会計部】 

1. 再入会員の入会金免除について 

昨年度より会計帳簿を振り返ると、退会者が再入会するケースが見受けられる。再び犬を飼っ

たり、イベントに参加したいと考えてくれたりした元会員がよりクラブに戻ってきやすい環境

を作るため、再入会時の入会金は免除することを検討した。 

少しでも会員が戻ってきやすい環境作りの一環として、最後に会費を払った年度から 10 年以内

の再入会については、入会金免除を実施することに決定した。 

 

2. 東日本特別展および西日本特別展の協賛金額 

東日本展、西日本展ともに 5万円ずつ、御祝い金を支給することに決定した。 

 

3. ファンシャーとの連携について 

ファンシャーの販売については売上金の一定割合をクラブに寄付して貰うこととし、その代わ
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りにクラブとしても販売に協力することとした。 

 

【広報部】 

1. コリーファンシー 今後の方針と掲載費用の見直し 

① 今後の発行方針 

コリー、シェルティ飼育者の大先輩である会員の皆さんの体験談を交えながら、まだショー

にもトライアルにも参加していない家庭犬レベルの会員に対する啓蒙誌・情報誌として発行

していきたい。 

② 裏表紙の価格 

現在 4万円（+税）だが、家庭犬レベルの会員の投稿や広告掲載がしやすいよう、3万円（+

税）に価格改定する。（表紙は 6 万円（+税）で変更しない） 

③ 目次犬掲載の導入および「我が家のペット」廃止と「投稿コーナー」の導入 

家庭犬レベルの会員がよりファンシーへ投稿や掲載がしやすいよう、目次への愛犬の写真掲

載（5 千円+税）と投稿コーナー（2 千円+税）を導入する。なお、投稿コーナー導入に伴い、

「我が家のペット」のコーナーは廃止する。 

④ JCC Online（インターネット広告）廃止の検討 

2017 年度 11 月現在で 1 件も申し込みがないため、2018 年 1 月以降は廃止することを決定し

た。 

⑤ 表紙・裏表紙のデザイン自由化 

縦置き・横置き・全面写真など、デザインは申込者に全て一任することとする。 

 

以上 

 

次回予定 未定 


